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10月７日、「よしおかふる
さと祭り」が役場駐車場など
を会場に開催されました。行
政区による発表や食サービス
など各種催し物を行い、約
5,800人の来場者が秋の一日
を楽しみました。

ゲキレンジャーショー

フリーマーケットアルミ缶の回収

食生活改善推進員が野菜入り蒸しパンを配布 抽選会１等！ お楽しみ抽選会

福祉ふれあいコーナーの金魚すくい

体験給食



地震体験

婦人防火クラブが防災用備蓄食品を配布

おいしいとん汁のサービス

あつあつのお赤飯

ふわふわスライダー

１区子供みこし１ 子供みこし

２区八木節２区八木節

３区ストレッチ３３区ストレッチ３BB

４区４区HIPHOPP Pダンスダンス

５区吉岡のうた踊り５ 吉岡のうた踊り

６区あんこ可愛いや６区あんこ可愛いや

７区創作ダンス座頭市７区創作ダンス座頭市

８区大久保屋台囃子８ 大久保屋台囃子

９区豊年おどり９区豊年おどり

100区獅子舞区 子舞

1111区子供八木節子供八木節

122区和太鼓演奏区和太鼓演奏

133区だんべい踊り区だんべい踊り

１区子供みこし

２区八木節

３区ストレッチ３B

４区HIPHOPダンス

５区吉岡のうた踊り

６区あんこ可愛いや

７区創作ダンス座頭市

８区大久保屋台囃子

９区豊年おどり

10区獅子舞

11区子供八木節

12区和太鼓演奏

13区だんべい踊り
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地方交付税��
10億1,626万5千円��

（19.6%）�

土木費�
7億5,565万2千円�
（15.3%）�

消防費�
2億7,689万円�
（5.6%）�

教育費�
5億3,869万5千円�
（10.9%）�

地方消費税交付金�
1億3,738万2千円�
（2.6%）�

県支出金�
 2億4,576万3千円（4.7%）�

分担金および負担金�
1億3,132万3千円（2.5%）�

繰越金�
3億1,622万1千円�
（6.1%）�

町債�
3億1,590万円（6.1%）�

地方譲与税�
2億4,886万2千円（4.8%）�

国庫支出金�
6億4,573万4千円�
（12.4%）�

〈その他の内訳〉�
諸収入　　　　　　　　　5,303万8千円�
地方特例交付金　　　　　4,984万2千円�
使用料および手数料 4,597万4千円�
繰入金　　　　　　　　　2,944万5千円�
財産収入 　　　　　　1,194万円�
寄附金　　　　　　　　　1,011万1千円�
配当割交付金 　798万1千円�
利子割交付金 　699万7千円�
株式等譲渡所得割交付金 　505万円�
交通安全対策特別交付金 　485万8千円�
ゴルフ場利用税交付金 　158万9千円�
�

自動車取得税交付金�
6,445万3千円（1.2%）�

町税�
18億4,897万6千円�
（35.6%）�歳入総額�

（一般会計）�
51億9,770万4千円  

町税の内訳�

入湯税�
1,298万7千円�
（0.7%）�

町たばこ税�
1億2,646万1千円�
（6.8%）�

軽自動車税�
3,131万1千円（1.7%）�

固定資産税�
8億3,410万5千円�
（45.1％）�

その他�
2億2,682万5千円�
（4.4%）�

町民税町民税�
8億4,4114,411万2千円千円�
（45.745.7％）％）�

町民税�
8億4,411万2千円�
（45.7％）�

人件費�
8億9,000万9千円�
（18%）�

扶助費�
7億2,640万円�
（14.8%）�

繰出金�
5億6,552万9千円�
（11.5%）�

一般会計　51億9,770万４千円 歳 入

　　町債（借入金）の元金残高�
　　　      会　計　名　　　　　　　　　　　　   　　平成18年度末現在高�
一般会計 43億2,155万5千円�
公共下水道事業 27億7,472万5千円�
農業集落排水事業 12億988万2千円�
住宅新築資金等貸付事業 4,389万7千円�
　　　        合　　計 83億5,005万9千円�
○１世帯当たり 137万4千円�
○１人当たり 44万9千円�

　　町債（借入金）の元金残高の推移�
      年　度 金　額 １世帯当たり １人当たり�
平成18年度末 83億5,005万9千円 137万4千円 44万9千円�
平成17年度末 82億3,146万9千円 139万6千円 45万2千円�
平成16年度末 80億4,234万2千円 141万1千円 44万9千円�
平成15年度末 78億　950万9千円 140万7千円 44万5千円�
平成14年度末 74億　585万5千円 138万4千円 43万1千円�

■　町債の状況　■�

　住みよい町づくりのための建設工事などの財源に充てるため、町債を借り入れています。町債
の総額は、平成18年度末現在で83億5,005万9千円（水道事業会計を除く）です。これを町民１
人当たりに換算すると44万9千円で、１世帯当たりでは137万4千円となります。   

※人口：18,590人　世帯数：6,076世帯 �
　（平成19年３月31日現在）  

平
成
18
年
度
の
決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
た

地
方
交
付
税
な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
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よ
う
に
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わ
れ
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の
か

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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２
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８
５
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３
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円
で
し
た
。
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基金�

�

�

�

30億7,558万7千円�

�自動車�

�

�

�

                38台�

消防自動車�

�

�

�

                  6台�

　　水道事業会計の決算�
収益的収支�

借入金元金残高……………………………………………… 12億8,366万3千円�
借入先内訳　　　財務省財政融資資金………………………7億2,479万1千円�
　　　　　　　　公営企業金融公庫…………………………5億5,887万2千円�

　　特別会計名 歳入額 歳出額 差引残額�
学校給食事業 9,069万6千円 9,036万1千円 33万5千円�
公共下水道事業 4億8,023万7千円 4億7,958万5千円 65万2千円�
国民健康保険事業 15億9,006万4千円 15億5,439万3千円 3,567万1千円�
農業集落排水事業 3億6,039万1千円 3億6,029万8千円 9万3千円�
住宅新築資金等貸付事業 1,375万7千円 1,375万7千円 0千円�
老人保健事業 12億7,343万1千円 12億7,059万2千円 283万9千円�
介護保険事業 6億6,422万5千円 6億4,874万5千円 1,548万円�

　　特別会計の決算�

■　特別会計の状況　■� ■町有財産の状況■�

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1億122万6千円は、過年度分損益勘定
留保資金2,023万4千円、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額553万9千
円、当年度分損益勘定留保資金7,545万3千円で補てんしました。�

収　　入�
3億6,638万7千円�

支　　出�
3億5,335万6千円�

差引残額�
1,303万1千円�

資 本 的 収 支 �

収　　入�
1億6,370万円�

支　　出�
2億6,492万6千円�

不足額�
△1億122万6千円�

出資による権利�

�

�

�

  1億4,173万1千円�

�

建物�

�

�

�

         47,845㎡�

�

土地�

�

�

�

    1,738,932㎡�

�

　町の会計は「一般会計」と「特別会計」に分けられます。一般会計とは、町の基本的な 
事業経費を経理するものです。特別会計とは、特定の歳入を特定の歳出に充てる場合など、
一般の歳入・歳出と分けて経理する会計のことをいいます。�

総務費�
8億1,495万3千円�
（16.5%）�

民生費�
11億7,613万8千円�
（23.8%）�

衛生費�
7億34万8千円�
（14.2%）�

土木費�
7億5,565万2千円�
（15.3%）�

土木費�
7億5,565万2千円�
（15.3%）�

消防費�
2億7,689万円�
（5.6%）�

消防費�
2億7,689万円�
（5.6%）�

教育費�
5億3,869万5千円�
（10.9%）�

公債費�
3億3,809万2千円�
（6.9%）�

農林水産業費�
1億9,318万6千円�
（3.9%）�

　労働費��
2,263万1千円��
（0.5%）�

商工費�
2,513万円�
（0.5%）�

議会費　9,113万6千円（1.9%）�

歳出総額�
（一般会計）�

49億3,285万1千円�

歳出の性質別内訳�

　維持補修費�
1,596万1千円�
　（0.3%）�

普通建設事業費�
6億3,279万円�
（12.8%）�

積立金�
1億7,187万1千円�
（3.5%）�

投資および�
出資金・貸付金�
1,024万7千円�
（0.2%）�

町民税�
8億4,411万2千円�
（45.7％）�

人件費人件費�
8億9,000万9千円千円�
（18%）�

人件費�
8億9,000万9千円�
（18%）�

　公債費�
3億3,809万1千円�
（6.9%）�

物件費�
7億3,243万3千円�
（14.9%）�

扶助費�
7億2,640万円�
（14.8%）�

扶助費�
7億9,998万2千円�
（16.2%）�

補助費�
7億7,593万8千円�
（15.7%）�

繰出金�
5億6,552万9千円�
（11.5%）�

繰出金�
5億6,552万9千円�
（11.5%）�

教育費�
5億3,869万5千円�
（10.9%）�

歳　　　　　　　　入�
279,595円�

内　　　　　　　　訳�

歳　　　　　　　　出�
265,349円�

内　　　　　　　　訳�
議会費 4,902円�
総務費 43,838円�
民生費 63,267円�
衛生費 37,673円�
労働費 1,217円�
農林水産業費 10,392円�
商工費 1,352円�
土木費 40,648円�
消防費 14,895円�
教育費 28,978円�
災害復旧費 0円�
公債費 18,187円�
諸支出金 0円�
計 265,349円�

■町民１人当たりの決算額■�

町税 99,461円�
地方交付税 54,667円�
国庫支出金 34,736円�
繰越金 17,010円�
町債 16,993円�
地方譲与税 13,387円�
県支出金 13,220円�
地方消費税交付金 7,390円�
分担金および負担金 7,064円�
自動車取得税交付金 3,467円�
諸収入 2,853円�
地方特例交付金 2,681円�
使用料および手数料 2,473円�
繰入金 1,584円�
その他 2,609円�
計 279,595円�

歳 出一般会計　49億3,285万1千円
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（１）
作
成
に
用
い
た
基
礎
数
値

総
務
省
が
毎
年
度
実
施
し
て
い

る「
地
方
財
政
状
況
調
査
」の
昭
和

44
年
度
以
降
の
数
値（
普
通
会
計
）

を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
て

い
ま
す
。（
昭
和
43
年
度
以
前
の

数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

（２）
対
象
会
計
範
囲

集
計
し
た
範
囲
は
、
普
通
会
計

（
一
般
会
計
・
学
校
給
食
事
業
特

別
会
計
・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
）
の
数
値
で
す
。

（３）
作
成
基
準
日

平
成
19
年
３
月
31
日(

平
成
18

年
度
末)

（４）
資
産
の
分
類

①
有
形
固
定
資
産

１
年
を
超
え

て
所
有
す
る
「
土
地
」「
建
物
」

な
ど
。
有
形
固
定
資
産
の
評
価
基

準
は
、
実
際
に
投
下
し
た
税
な
ど

の
資
金
の
運
用
形
態
を
表
す
観
点

か
ら
、
取
得
原
価
主
義
に
よ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
投
資
等

１
年
を
超
え
て
所
有

す
る「
出
資
金
」、１
年
を
超
え
る
貸

付
期
間
の
あ
る「
貸
付
金
」な
ど
で
す
。

③
流
動
資
産

流
動
資
産
は
、
流

動
性
の
高
い
基
金
で
あ
る
「
財
政

調
整
基
金
」お
よ
び「
減
債
基
金
」、

形
式
収
支
に
相
当
す
る
「
歳
計
現

金
」
や
「
未
収
金
」
な
ど
で
す
。

◆住民１人当たりのバランスシート� （単位：円）�

※住民１人当たりの金額は、バランスシートの金額を当該年度末の人口で割り、円単位で表示しました。（平成19年３月末人口18,590人）�
　�

 ［資産の部］�

　1.有形固定資産�

　2.投資等�

　 (1)投資および出資金 �

　 (2)貸付金�

　 (3)基金�

　 (4)退職手当組合積立金�

　　　投資等合計�

　3.流動資産�

　 (1)現金・預金 �

　 (2)未収金�

　　　流動資産合計�

�

　　資　産　合　計�

 ［負債の部］�

　1.固定負債�

　 (1)地方債 �

　 (2)債務負担行為�

　 (3)退職給与引当金�

　　固定負債合計�

　2.流動負債�

　 (1)翌年度償還予定額 �

　 (2)未払金等�

　　流動負債合計�

　　負 債 合 計 �

　［正味資産の部］�

　　正味資産合計�

　負債・正味資産合計�

�

850,617�

�

22,053�

8,545�

32,617�

8,692�

71,907�

�

144,571�

8,467�

153,039�

�

1,075,563

�

△20,936�

�

△ 469�

△ 458�

△ 805�

1,017�

△ 715�

�

2,950�

641�

3,593�

�

△18,059

�

△ 2.4�

 �

△ 2.1�

△ 5.1�

△ 2.4�

13.3�

△ 1.0�

 �

2.1�

8.2�

2.4�

 �

△ 1.7

�

�

219,381�

0�

41,668�

261,049�

�

15,447�

0�

15,447�

276,496�

�

799,066�

1,075,563

�

�

△ 3,085�

0�

△ 3,576�

△ 6,661�

�

714�

0�

714�

△ 5,947�

�

△ 12,112�

△ 18,059

�

�

△ 1.4�

0.0�

△ 7.9�

△ 2.5�

�

4.8�

0.0�

4.8�

△ 2.1�

�

△ 1.5�

△ 1.7

借　　　　　　　方�
平成18年度�

�

871,553�

�

22,522�

9,003�

33,422�

7,675�

72,622�

�

141,621�

7,826�

149,446�

�

1,093,622

平成17年度� 増減額� 増減率(%)

貸　　　　　　　方�
平成18年度�

�

�

222,466�

0�

45,244�

267,710�

�

14,733�

0�

14,733�

282,443�

�

811,178�

1,093,622

平成17年度� 増減額� 増減率(%)

�

�

バランスシートとは�バランスシートとは�

（５）
資
産
の
評
価

建
物
の
評
価
額
は
、
当
時
の
建

設
費
を
取
得
原
価
と
し
、
国
で
示

し
た
耐
用
年
数
に
基
づ
き
減
価
償

却
後
の
資
産
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
当
時

の
価
格
を
原
価
と
し
、
減
価
償
却

は
行
い
ま
せ
ん
。

（６）
負
債
の
分
類

①
固
定
負
債

固
定
負
債
は
「
地

方
債
（
長
期
借
入
金
）」
お
よ
び

「
退
職
給
与
引
当
金
」
で
、
地
方

債
は
こ
れ
か
ら
償
還
す
る
元
金
を

計
上
（
た
だ
し
、
翌
年
度
に
償
還

を
予
定
し
て
い
る
元
金
は
流
動
負

債
に
計
上
）
し
、
退
職
給
与
引
当

金
は
年
度
末
に
職
員
全
員
が
普
通

退
職
し
た
と
想
定
し
、
そ
の
要
支

給
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

②
流
動
負
債

１
年
以
内
に
返
済

す
る
借
入
金
な
ど
で
す
。

（７）
正
味
資
産
の
分
類

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た

純
粋
な
資
産
で
あ
り
、
国
庫
支
出

金
・
県
支
出
金
と
一
般
財
源
な
ど

に
分
類
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
営

利
活
動
を
目
的
と
し
な
い
地
方
公

共
団
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

資
本
な
ど
の
名
称
は
避
け
、「
正

味
資
産
」の
呼
称
を
用
い
ま
し
た
。

バランスシート(貸借対照表)は、決算時に保有する土地や建物などの
資産と長期借入金などの負債および資本の状況を総括的に表示した一覧
表です。
国や地方公共団体の官庁会計決算が１年間の現金の収入支出の結果を

表しているのに対し、バランスシートは、過去からの財政運営の結果と
して蓄積された資産の状況や、その資産を形成するために要した財源の
状況を表しています。バランスシートは、財政の全体像を明らかにする
とともに、財政の健全性を推しはかる基準ともなります。
今回作成したバランスシートは、総務省の作成基準に基づき、平成18
年度末における吉岡町の資産の状況とその資産を形成するために要した
財源の状況を表示しています。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
基
準
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◆バランスシート� （単位：千円）�

※債務負担行為に関する情報�
①物件の購入等に係るもの�
②債務保証または損失補償に係るもの�
③利子補給等に係るもの�

（ 平成18年度 ）�

0

0

千円�

千円�

千円�

�

2,535

�
（ 平成17年度 ）�

0 千円�

千円�

千円�

0

5,071

�

�
 ［資産の部］�

　1.有形固定資産�

　 (1)総務費 �

　 (2)民生費�

　 (3)衛生費�

　 (4)労働費�

　 (5)農林水産業費�

　 (6)商工費�

　 (7)土木費�

　 (8)消防費�

　 (9)教育費�

　 (10)その他�

　　　　計�

　　　（　　うち土地　　）�

�

　　有形固定資産合計�

�

　2.投資等�

　 (1)投資および出資金 �

　 (2)貸付金�

　 (3)基金�

　 　 ①特定目的基金�

　 　 ②土地開発基金�

　 　 ③定額運用基金�

　　　　基金計 �

　 (4)退職手当組合積立金�

　　　投資等合計�

　3.流動資産�

　 (1)現金・預金�

　 　 ①財政調整基金�

　 　 ②減債基金�

　 　 ③歳計現金�

　　　　現金・預金計�

　 (2)未収金�

　 　 ①地方税�

　 　 ②その他�

　　　　未収金計�

　　流動資産合計�

　　資 産 合 計 　�

�
　�

　　�

1,749,812�

437,929�

306,861�

282�

1,255,676�

3,803�

5,450,347�

173,629�

6,319,023�

115,603�

15,812,965�

5,424,379�

�

15,812,965�

�

�

409,962�

158,855�

�

587,155�

18,403�

800�

606,358�

161,585�

1,336,760�

�

�

1,996,681�

425,709�

265,189�

2,687,579�

�

134,077�

23,332�

157,409�

2,844,988�

19,994,713�

�
　�

　　�

△ 39,879�

51,293�

△ 16,683�

0�

△ 92,595�

△ 285�

181,997�

△ 45,271�

△ 89,322�

△ 1,168�

△ 51,913�

118,305�

�

△ 51,913�

�

�

0�

△ 5,030�

�

△ 2,031�

0�

0�

△ 2,031�

21,875�

14,814�

�

�

160,000�

960�

△ 51,300�

109,660�

�

4,350�

10,605�

14,955�

124,615�

87,516

�
　�

　　�

△ 2.2�

13.3�

△ 5.2�

0.0�

△ 6.9�

△ 7.0�

3.5�

△ 20.7�

△ 1.4�

△ 1.0�

△ 0.3�

2.2�

�

△ 0.3�

�

�

0.0�

△ 3.1�

�

△ 0.3�

0.0�

0.0�

△ 0.3�

15.7�

1.1�

�

�

8.7�

0.2�

△ 16.2�

4.3�

�

3.4�

83.3�

10.5�

4.6�

0.4

�
 ［負債の部］�

　1.固定負債�

　 (1)地方債 �

　 (2)債務負担行為�

　 　 ①物件の購入等�

　 　 ②債務保証または損失補償�

　 　 　債務負担行為計　 

　 (3)退職給与引当金�

　 　 固定負債合計　�

　�

　2.流動負債�

　 (1)翌年度償還予定額�

　 (2)未払金等�

　 　 流動負債合計　　�

�

 　　負 債 合 計 �

�

�

�

 ［正味資産の部］�

�

　1.国庫支出金�

�

　2.都道府県支出金�

�

　3.一般財源等�

�

�

　　正味資産合計�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　負債・正味資産合計

�
　�

　　�

4,078,289�

�

0�

0�

0�

774,617�

4,852,906�

�

�

287,163�

0�

287,163�

�

5,140,069�

�

�

�

�

�

2,313,402�

�

988,360�

�

11,552,882�

�

�

14,854,644�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

19,994,713

�
　�

　　�

28,737�

�

0�

0�

0�

△ 48,962�

△ 20,225�

�

�

18,975�

0�

18,975�

�

△ 1,250�

�

�

�

�

�

184,836�

�

△ 84,529�

�

△ 11,541�

�

�

88,766�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

87,516

�
　�

　　�

0.7�

�

0.0�

0.0�

0.0�

△ 5.9�

△ 0.4�

�

�

7.1�

0.0�

7.1�

�

0.0�

�

�

�

�

�

8.7�

�

△ 7.9�

�

△ 0.1�

�

�

0.6�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

0.4

借　　　　　　　　　方�
平成18年度� 増減額� 増減率(%)

貸　　　　　　　　　方�
平成18年度�

�
　�

　　�

1,789,691�

386,636�

323,544�

282�

1,348,271�

4,088�

5,268,350�

218,900�

6,408,345�

116,771�

15,864,878�

5,306,074�

�

15,864,878�

�

�

409,962�

163,885�

�

589,186�

18,403�

800�

608,389�

139,710�

1,321,946�

�

�

1,836,681�

424,749�

316,489�

2,577,919�

�

129,727�

12,727�

142,454�

2,720,373�

19,907,197

�
　�

　　�

4,049,552�

�

0�

0�

0�

823,579�

4,873,131�

�

�

268,188�

0�

268,188�

�

5,141,319�

�

�

�

�

�

2,128,566�

�

1,072,889�

�

11,564,423�

�

�

14,765,878�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

19,907,197

平成17年度� 平成17年度� 増減額� 増減率(%)

�

�
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◆有形固定資産明細表� （単位：千円）

取得価額�
A
減価償却累計額�

B
残存価額�

A-B
総務費�

庁舎等�

2,893,341

1,019,228

1,874,113

1,023,359

115,413

907,946

422,565

0

0

0

0

104,368

318,197

1,326

4,718,925

73,310

470,146

1,150

0

0

0

2,170,990

2,003,329

10,455

0

3,955

6,500

 11,011,804

8,276,178

403,753

308,610

0

0

0

0

1,534,081

489,452

95,277

946,761

2,591

489,182

0

0

771,430

25,925

745,505

8,732,236

3,110,474

1,375,097

2,968,195

1,278,470

331,109

29,916,550

0

0

0

0

0

1,143,529

406,091

737,438

585,430

83,492

501,938

115,704

0

0

0

0

48,763

66,941

1,044

3,463,249

58,159

390,502

851

0

0

0

1,873,660

1,140,077

6,652

0

2,492

4,160

5,561,457

5,041,192

105,042

27,537

0

0

0

0

124,377

65,578

27,549

30,285

965

263,309

0

0

597,801

3,114

594,687

2,413,213

795,145

502,457

616,168

499,443

215,506

14,103,585

0

0

0

0

0

1,749,812

613,137

1,136,675

437,929

31,921

406,008

306,861

0

0

0

0

55,605

251,256

282

1,255,676

15,151

79,644

299

0

0

0

297,330

863,252

3,803

0

1,463

2,340

5,450,347

3,234,986

298,711

281,073

0

0

0

0

1,409,704

423,874

67,728

916,476

1,626

225,873

0

0

173,629

22,811

150,818

6,319,023

2,315,329

872,640

2,352,027

779,027

115,603

15,812,965

0

0

0

0

0

その他�

民生費�

保育所�

その他�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

清掃費�

環境衛生費�

造林�

商工費�

国立公園等�

観光�

その他�

土木費�

その他�

合　計�

道路�

橋りょう�

河川�

砂防�

海岸保全�

港湾�

林道�

消防費�

庁舎�

その他�

教育費�

小学校�

中学校�

高等学校�

幼稚園�

特殊学校�

大学�

各種学校�

社会教育�

その他�

治山�

砂防�

漁港�

農業農村整備�

海岸保全�

その他�

その他�

ごみ処理�

都市計画�

住宅�

空港�

その他�

街路�

都市下水路�

区画整理�

公園�

その他�

し尿処理�

その他�

◆土地明細表� （単位：千円）

道路橋りょう�

街路�

公営住宅�

小学校�

中学校�

その他�

合　計�

1,857,354

取得価額�

249,687

27,954

416,571

90,332

2,782,481

5,424,379

◆補助金・負担金等計算表� （単位：千円）
昭和44年度以降累計額�

補助事業�

13,500

67,848

225,162

0

1,891,473

0

418,590

0

173,610

0

2,790,183

32,228

29,456

8,617

0

218,594

7,160

126

6,450

4,200

0

306,831

0

0

0

280

66,196

0

1,094,635

0

0

0

1,161,111

157

0

944,032

0

489,252

0

1,037,021

0

297,063

0

2,767,525

45,885

97,304

1,177,811

280

2,665,515

7,160

2,550,372

6,450

474,873

0

7,025,650

単独事業�県営事業� 合　計�直轄事業等�

総務費�

民生費�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

その他�

合　計�

�

◆普通建設事業費に係る補助金・負担金等の状況�
（単位：千円）

（注）国直轄事業負担金、県営事業負担金、同級他団体・公的団体等に対する普通建�
　　　設事業に係る補助金等をとりまとめたものです。�

直近５カ年の実績�

0

0

6,380

0

2,264

0

0

0

0

0

8,644

0

0

23,472

0

952

0

0

0

0

0

24,424

45,885

97,304

1,177,811

280

2,665,515

7,160

2,550,372

6,450

474,873

0

7,025,650

平成18年度�

0

47,698

5,274

0

1,468

0

15,146

0

0

0

69,586

0

0

15,327

0

1,816

0

6,476

0

0

0

23,619

0

0

17,640

0

767

0

9,037

0

0

0

27,444

平成17年度�平成16年度�平成15年度�平成14年度�

昭和44年度�
以降累計額�

総務費�

民生費�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

その他�

合　計�

�
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交

通

本
格
運
用
一
周
年

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ(

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専

用
Ｉ
Ｃ)

の
本
格
運
用
１
周
年
を
記

念
し
て
、
10
月
１
日
に
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
長
は
じ
め
、
駒
寄
Ｐ

Ａ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
地
区
協
議

会
な
ど
の
関
係
者
23
人
が
参
加
し
、

午
前
７
時
30
分
よ
り
上
下
線
出
入
り

口
ゲ
ー
ト
に
て
、
記
念
品
の
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
状
況

は
、
社
会
実
験
が
開
始
さ
れ
た
当
初

一
日
平
均
５
０
０
台
程
度
で
し
た

が
、
実
験
開
始
１
年
後
に
は
１,
８

０
０
台
を
超
え
、
社
会
実
験
終
了
時

点
で
は
２,
５
０
０
台
を
超
え
る
ま

102007.11

で
に
増
大
し
、
本
格
運
用
が
実
現
し

ま
し
た
。
８
月
の
一
日
の
平
均
利
用

台
数
は
、
３,
５
５
４
台
に
達
し
、

本
格
運
用
開
始
当
時
の
１.

３
倍
に

伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
時
間
帯
別
の
分
析
で

は
、
平
日
の
朝
３
時
間
・
夕
方
２
時

間
の
計
５
時
間
の
間
に
、
一
日
の

50
％
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
通
勤
・
業
務
に
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
入
口
付

近
で
は
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
当
面
の
課
題
は
、
バ
イ
パ
ス
か

ら
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
の
整
備
が
急
が
れ
ま

す
。

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア

吉
岡
」
に
お
い
て
は
、
当
初
町
に
よ

る
直
営
で
の
運
営
管
理
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、
施
設

の
独
立
採
算
を
め
ざ
し
た
健
全
運
営

お
よ
び
継
続
的
な
利
用
促
進
を
図

り
、
住
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
に

役
立
て
る
施
設
と
す
る
」
目
的
で
、

町
の
１
０
０
％
出
資
に
よ
る
（株）
吉
岡

町
振
興
公
社
が
設
立
さ
れ
、
施
設
の

運
営
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

周
辺
に
同
様
の
日
帰
り
温
泉
施
設

が
数
多
く
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
入

館
者
の
減
少
が
続
き
、
売
上
収
入
の

落
ち
込
み
、
さ
ら
に
経
費
面
で
は
原

油
価
格
の
度
重
な
る
値
上
げ
か
ら
燃

料
費
が
増
え
、
公
社
経
営
も
大
変
厳

し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
公
社
で

は
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
苦
渋
の
選
択
と
し
て
赤
字
の

要
因
で
あ
る
プ
ー
ル
の
閉
鎖
・
個
人

通
年
券
発
行
の
廃
止
を
断
行
し
、
経

営
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

昨
年
度
か
ら
町
に
よ
る
緊
急
・
恒

久
の
財
政
支
援
策
な
ど
が
講
じ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
今
年
度
に
入
り

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
①
経
営

温

泉

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

個
人
通
年
券
の
発
行
を
再
開
し
ま
し
た

状
況
が
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
②

入
館
者
の
増
加
対
策
と
し
て
、
通
年

券
制
度
は
効
果
が
あ
る
こ
と
、
③
多

く
の
利
用
者
か
ら
再
発
行
が
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
、④
福
祉
施
設
と
し
て
、

本
施
設
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
町

の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
廃
止
さ
れ
て
い
た
個
人
通
年
券

の
発
行
を
左
記
に
よ
り
再
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

町
民
各
位
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
こ
の
間
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
が
、
い
ま
ま
で
以
上
の
御
愛

顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
個
人
通
年
券

３
５,
０
０
０
円
（
記
名
券
１
枚
）

発
効
日
か
ら
１
年
間
有
効

▼
発
行
開
始
日

11
月
１
日
（
開
館
時
間
内
は
随
時
購

入
で
き
ま
す
）

▼
発
行
場
所

よ
し
お
か
温
泉

「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

▼
問
合
せ
先

(株)
吉
岡
町
振
興
公
社

牲
55
・
４
１
２
６



11 2007.11

相

談

11
月
９
日

『
一
日
合
同
行
政
相
談
所
』
を
開
催

国
・
県
・
市
町
村
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ

る
、
困
っ
て
い
る
が
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
制
度
や
仕

組
み
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

社
会
保
険
、
登
記
、
相
続
な
ど
に

関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
法
律
問
題
な

ど
で
相
談
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

総
務
省
群
馬
行
政
評
価
事
務
所
で

は
、
次
の
と
お
り
『
一
日
合
同
行
政

相
談
所
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
９
日(

金)

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※
受
付
は
午
後
０
時
50
分
か
ら
３
時

30
分
ま
で

▼
会
場

渋
川
市
子
持
社
会
体
育
館

(

渋
川
市
吹
屋
６
５
８
―
１
０)

▼
相
談
員

国
・
県
・
市
町
村
職

員
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
行
政
相
談

員
　
な
ど

▼
費
用

無
料

▼
相
談
方
法

当
日
、
直
接
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

総
務
省
群
馬
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

牲
０
２
７
・
２
２
１
・
１
１
０
０

納

税

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
税
な
ど
の
徴
収
強
化
を
進
め
ま
す

町
で
は
、
町
税
を
納
期
限
が
過
ぎ

て
も
未
納
の
人
に
は
督
促
状
や
催
告

書
を
送
り
、
納
税
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人

を
対
象
に
11
月
か
ら
12
月
の
２
ヶ
月

間
、
役
場
管
理
職
と
担
当
職
員
に
よ

る
町
税
滞
納
整
理
特
別
整
理
班
を
編

成
し
、
町
税
の
滞
納
整
理
と
徴
収
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族

の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど

の
事
情
に
よ
り
、
町
税
の
納
付
が
困

難
な
人
に
つ
い
て
は
、
税
務
室
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
は
自
主
納
付
が
原
則
で
す
の

で
、
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
税
の
時
間
が
取
れ
な
い

人
は
、
ぐ
ん
ま
信
用
金
庫
（
11
月
26

日
か
ら
は
「
し
の
の
め
信
用
金
庫
」）

総
社
吉
岡
支
店
（
フ
ォ
リ
オ
吉
岡
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
平
日

お
よ
び
土
・
日
・
祝
日
も
午
後
７
時

ま
で
納
税
で
き
ま
す
の
で
、
送
付
し

て
あ
る
納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

徴
収
強
化
策
と
し
て
、
訪
問
徴
収

や
文
書
催
告
な
ど
を
行
っ
て
も
、
納

税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
滞
納
者
の

人
に
は
次
の
よ
う
な
処
置
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

①
預
貯
金
・
不
動
産
・
売
掛
金
な
ど

の
差
押
の
執
行

※
平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
９
月
末

現
在

②
地
方
税
法
第
48
条
の
規
定
に
基
づ

く
徴
収
業
務
の
引
継
ぎ
（
町
に
代

わ
っ
て
県
税
事
務
所
が
個
人
県
民

税
の
徴
収
お
よ
び
滞
納
処
分
を
実

施
で
き
る
）

平
成
19
年
９
月
末
現
在
、
14
人

を
県
税
事
務
所
へ
引
き
継
い
で
い

ま
す
。

③
公
売
の
実
施
（
差
押
財
産
を
公
売

し
、
そ
の
代
金
を
町
税
の
未
納
部

分
に
充
て
る
）

平
成
19
年
度
は
11
月
27
日（
火
）

に
中
部
県
民
局
管
内
で
不
動
産
合

同
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
吉
岡
町

で
は
３
件
の
公
売
予
定
で
す
。

滞
納
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
納
税
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
税
務
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
５)

預貯金�

H17 H18 H19

27 51 0

0 5 3

7 17 18

34 37 28

その他�

不動産�

合　計�
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異

動

教
育
委
員
の
異
動

教
育
委
員
長
に
原
沢
和
博
さ
ん

教
育
委
員
長
の
深
谷
征
子
さ
ん
が

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
り
退
任

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
９
月

定
例
議
会
の
同
意
を
得
て
、
10
月
１

日
付
で
吉
澤
さ
ん
が
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
10
月
１
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
教
育
委
員
会
で
原

沢
和
博
さ
ん
が
教
育
委
員
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
異
動
は
次
の
と
お
り

で
す
。

委
員
長
　
　
　
原
沢
和
博

職
務
代
行
者
　
瀬
下
忠
夫

教
育
委
員
　
　
北
村
勝
彦

教
育
委
員
　
　
吉
澤
早
百
合

教
育
長
　
　
　
佐
藤
武
男

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

牲
54
・
３
１
１
１(
内
線
５
９
３)

年

金

年
金
に
つ
い
て
考
え
る

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
３
年
度
よ
り
社
会

保
険
庁
が
実
施
し
て
き
た
「
年
金
週

間
」
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
制

度
の
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
昨
年
度
よ
り
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
に
身
近
で

大
切
な
国
民
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢

者
世
代
を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」

の
し
く
み
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
働
く
世
代
が
負
担
す

る
保
険
料
が
高
齢
者
の
収
入(

年
金

給
付)

に
な
る
の
で
す
。

世
代
間
扶
養
の
し
く
み
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
国
民
年
金
は
、
日
本

の
経
済
社
会
が
存
続
す
る
限
り
、
決

し
て
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
の
負
担
が
あ
る
の
で
、
納
め
た

保
険
料
を
上
回
る
年
金
が
保
障
さ
れ

ま
す年

金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
３

分
の
１
が
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。（
国
の
負
担
は
平
成
21
年
度

ま
で
に
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。）

◆
長
い
老
後
を
支
え
る
安
心
の
終
身

保
障
で
す

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
国
民
年
金
は
、
不
測
の
事
態
に
も

備
え
ま
す

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家

族
を
守
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
は
様
々

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利

点
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の

納
付
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

牲
22
・
１
６
１
１

▲原沢和博さん

▲吉澤早百合さん

叙

勲

故

大
井
健
一
さ
ん

旭
日
双
光
章
を
受
章

平
成
19
年
９
月
９
日
に
死
去
さ
れ

た
故
大
井
健
一
さ
ん(

北
下)

に
、
政

府
か
ら
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

大
井
さ
ん
は
、
吉
岡
村
（
町
）
議

会
議
員
と
し
て
、
昭
和
54
年
か
ら
５

期
20
年
に
わ
た
り
在
職
し
、こ
の
間
、

議
長
と
し
て
の
要
職
も
務
め
町
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

地
方
自
治
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら

れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故大井健一さん
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保
健
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
と
環
境
美
化
の
推
進
を
図

る
た
め
、
古
タ
イ
ヤ
・
使
用
済
み
バ

ッ
テ
リ
ー
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

11
月
17
日(

土)
▼
時
間

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

役
場
北
駐
車
場

▼
処
理
費
用

軽
・
普
通
自
動
車
10
〜
18
イ
ン
チ

１
本
　
２
０
０
円

２
〜
４
ト
ン
・
４
Ｗ
Ｄ
車

１
本
　
３
０
０
円

農
機
タ
イ
ヤ

１
本
　
４
０
０
円

ホ
イ
ル

１
本
　
１
０
０
円

バ
ッ
テ
リ
ー

１
個
　
　
５
０
円

環

境

保
健
衛
生
推
進
協
議
会

古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
回
収

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
用
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
消
費
税
と
処
理
費
用
の
一
部
は
、

保
健
衛
生
推
進
協
議
会
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
４
４)

吉
岡
町
で
は
宅
地
造
成
な
ど
の
際

の
指
導
指
針
と
な
る
吉
岡
町
土
地
開

発
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
開
発
の
適

用
範
囲
や
事
業
者
の
責
務
な
ど
を
中

心
と
し
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
開
発
事
業
を
計
画
し
て

い
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

開

発

土
地
開
発
指
導
要
綱
の
一
部
改
正

開
発
の
適
用
範
囲
な
ど
が
変
更

細
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
吉
岡
町
土
地
開
発
指
導
要

綱
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
改
正
は
平
成
19
年
10

月
16
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
都
市
建
設
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
２)



142007.11

今月の納税
住民税・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・８期
介護保険料・・・・・８期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　11月30日(金)

児

童

迷
わ
ず
連
絡
を

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

近
頃
、
ネ
グ
レ
ク
ト(

養
育
放
棄)

に
よ
る
子
ど
も
の
死
亡
や
入
院
が
増

え
て
い
ま
す
。

ネ
グ
レ
ク
ト
は
身
体
的
虐
待
に
比

べ
早
期
発
見
が
難
し
い
と
さ
れ
ま
す

が
、
極
端
に
や
せ
て
い
た
り
、
衣
服

が
汚
れ
て
い
た
な
ど
、
注
意
深
く
見

れ
ば
異
常
に
気
付
く
は
ず
で
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
た

ら
、
迷
わ
ず
役
場
や
児
童
相
談
所
な

ど
に
連
絡(

通
告)

し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
だ
と
い
う
証
拠
が
な
く
て
も
、

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
い
の

段
階
で
連
絡(

通
告)

し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
守
秘
義
務
違
反
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

▼
身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、

縛
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
異
物
を
飲
ま

せ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

▼
性
的
虐
待
…
性
的
行
為
の
強
要
や

教
唆
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト(

養
育
放
棄)

…
食
事

を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
家
な
ど

に
置
き
去
り
に
す
る
、
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
同
居
人
の
子
ど
も
へ

の
暴
力
を
見
過
ご
す
な
ど

▼
心
理
的
虐
待
…
存
在
を
否
定
す
る

よ
う
な
暴
言
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

発
達
段
階
や
能
力
以
上
の
こ
と
を
要

求
し
出
来
な
い
と
叱
る
、
無
視
、
兄

弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
前

で
Ｄ
Ｖ(

夫
や
妻
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力)

を
行
う
な
ど

▼
連
絡(

通
告
先)

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
５
３)

中
央
児
童
相
談
所

牲
０
２
７
・
２
６
１
・
１
０
０
０
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地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

９月17日、吉岡町および社会福祉協議会主催の｢敬
老福祉大会｣が文化センターで開催されました。
大会には、今年度75歳以上になる1,728人が招待

され、第１部の式典で90歳以上の44人に顕彰、42組
に金婚祝いが贈られました。また、寝たきりのお年寄
りを自宅で３年以上介護した３人に介護表彰、４人以
上の子どもを養育している岡本弘司さん・有希子さん
夫妻（大久保）にエンゼル表彰が授与されました。
第２部のアトラクションでは、立川朝志さんが落語

を披露し、招待された皆さんは楽しい時間を過ごしま
した。

吉岡町青少年育成推進員連絡協議会は、ＪＲ
群馬総社駅・八木原駅の各駅頭で青少年健全育
成キャンペーンを実施しました。青少年育成推
進員・吉岡中教諭・教育委員会職員が参加し、
電車やバスを利用する高校生などの実態を把握
するとともに、乗降する人たちにメッセージ入
りポケットティッシュを渡し、青少年の健全育
成を呼びかけました。

伸びよう伸ばそう青少年

青少年健全育成駅頭
キャンペーン

敬老福祉大会

長寿を祝福

▲エンゼル表彰の岡本さん家族

▲90歳以上に顕彰（最前列の皆さん） ▲介護表彰 ▲アトラクション
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吉岡町交通安全会では、明治小学校に続いて駒寄小学校にも「安全
パトロールキャップ」350個を寄贈しました。
駒寄小学校の「安全パトロールキャップ」は、爽やかなグリーン

と白が基調で、昨年の夏に寄贈したベストとおそろいになります。
ベストやキャップを着用した人達が見守っていてくれることで、

子どもたちも安心して登下校することができます。

駒寄小にも寄贈

安全パトロールキャップ

「子ども達に、自然に親しみ、環境を大切にする心を育んでほしい」
と、漆原地区にボランティア団体「漆原ほたると水辺の里を守る会
（代表 大友昭光さん）」が誕生しました。活動の場は、温泉センター南
の天神東公園です。活動前は園内の滝や菖蒲

しょうぶ

園の流れが「へどろ」化
し、菖蒲

しょうぶ

も絶滅寸前でした。そこで、ほたるの棲める環境づくりのた
めに会員や業者の皆さんが協力し、２ヶ月かけて滝下の池泉、菖蒲

しょうぶ

園
を整備しました。そして、９月30日に菖蒲

しょうぶ

を500株植え、第１期工事
として完成しました。
池の整備と同時に、カワニナ（ほたるの餌となる貝）を１万５千匹

程池に入れ、じゃがいもやナス、サツマイモ、キャベツの葉(温泉セン
ターより提供)などの餌を与えて育てました。カワニナも順調に増え、
10月下旬には源氏ほたるの幼虫を100匹程放すことができました。来
年の６月に、菖蒲

しょうぶ

が咲いてほたるが飛び交う様子が楽しみです。

菖蒲
しょうぶ

園が復活

漆原ほたると水辺の里を守る会

◆ご協力いただいた業者の皆さんほか◆
●飯塚組
池泉などの｢へどろ｣排出（重機・ダンプ10台分）

●榊原建材
｢へどろ｣処理受け入れ（ダンプ10台分）
排土処理受け入れ（ダンプ８台分）

●柳井工務店(前橋)
菖蒲園の排土（重機・ダンプ８台分）
土の搬入（重機・ダンプ８台分）

●栄和設備
砂利混ざり土の搬入（ダンプ５台分）

●漆原造園土木
コンクリート製品の引き取り(安中市)
およびクレーンによる取り付け

●会員有志
石灰石2.5トン提供
会員手作業　延べ339時間

▲かわにな

安全な地域社会を築くことは、町民にとって切実な願いです。吉
岡町防犯委員会では、町の交通指導員、渋川警察署、吉岡町交番の
協力をいただき町内を通過する関越自動車道カルバート内の落書き
の消去（ペンキ塗り）と駒寄パーキング西側道の草刈を行いました。
町の環境整備や美化活動は、犯罪・事故の発生を未然に防止する

ことにつながります。今後も不法看板の撤去など関係機関と連携し、
実施する予定です。

吉岡町防犯委員会

美化活動を実施



■吉岡町図書館　
(文化センター内)

54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/●休館日
11／５(月)・12(月)・19(月)・26(月)・27日(火）
29日(木）・12／３(月)

図書館
文化センター

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

夜
叉
桜

十
七
歳

第
四
の
闇

H
ello

、C
E
O

恋
す
る
か
ら
だ

虫
の
く
る
宿

か
さ
ぶ
た
っ
て
ど
ん
な
ぶ
た

ト
ゥ
ー
ト
と
パ
ド
ル

だ
か
ら
き
み
が
だ
い
す
き

ル
ナ
と
レ
ナ
の
ア
イ
ド
ル
ダ
イ
ア
リ
ー
１
　

太
陽
の
季
節

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

西
遊
記

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

女
声
コ
ー
ラ
ス
愛
唱
歌
全
集
（
Ｃ
Ｄ
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン（
Ｃ
Ｄ
）

人
形
は
月
夜
に
ほ
ほ
え
む

お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
11月14日・28日(水)
午前10時～／午前10時30分～

人
間
万
葉
歌

（
Ｃ
Ｄ
）
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■教育委員会生涯学習室
54ー0044

位
３
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
目
標
に
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
37
回
町
民
剣
道
大
会

９
月
２
日
、
吉
岡
町
社
会
体
育

館
で
町
民
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▼
小
学
生
の
部

優
　
勝

入
澤
悠
紀

▼
基
本
動
作
の
部

優
　
勝

加
藤
諒
太

準
優
勝

真
下
尚
樹

▼
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

市
川
裕
利
美

準
優
勝

吉
澤
野
乃
花

▼
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

横
田
圭
祐

準
優
勝

長
嶋
拓
也

▼
一
般
の
部

優
　
勝

小
竹
洋
平

準
優
勝

松
村
忠
男

※
各
部
門
の
参
加
人
数
を
考
慮
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
表
彰
対

象
者
数
を
決
定
し
ま
し
た
。

群
馬
県
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
８
日
、
渋
川
市
子
持
総
合

運
動
場
で
県
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ス
ロ

ー
ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
町
民
熟
年
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優

勝
チ
ー
ム
の
第
２
区
が
出
場
。
決

５
月
12
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で

行
わ
れ
た
、
第
18
回
北
毛
地
区
還

暦
親
善
野
球
大
会
リ
ー
グ
戦
で
、

吉
岡
Ｉ
Ｑ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

北
毛
地
区
の
12
チ
ー
ム
の
総
当

た
り
戦
で
、
５
ヶ
月
に
わ
た
り
熱

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
10
勝
１
敗
の

成
績
を
収
め
、
創
部
11
年
目
で
見

事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

今
年
就
任
し
た
田
中
一
直
監
督

は
、「
選
手
の
健
康
管
理
と
、
チ

ー
ム
の
和
と
技
術
の
向
上
、
多
く

の
勝
利
の
味
を
楽
し
め
る
チ
ー
ム

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
て
、
選
手

が
そ
れ
に
良
く
応
え
て
く
れ
た
結

果
だ
と
思
っ
て
い
る
。
県
下
に
は

63
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
が
あ
り
上

勝
戦
で
は
安
中
市
新
堀
チ
ー
ム
と

対
戦
し
、
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

「
来
年
こ
そ
優
勝
を
！
」
と
胸
に

誓
い
帰
町
し
ま
し
た
。

第
41
回
町
民
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

９
月
９
日
、
社
会
体
育
館
・
吉

岡
中
体
育
館
で
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

▼
１
部
リ
ー
グ

優
　
勝

第
９
区
リ
ン
ド
９

準
優
勝

第
11
区
竹
の
子

第
３
位

第
13
区yam

ato

▼
２
部
リ
ー
グ

優
　
勝

第
４
区
レ
ザ
ミ

準
優
勝

第
12
区

第
３
位

第
８
区

◎
一
部
リ
ー
グ
１
位
・
２
位
チ
ー

ム
は
渋
川
広
域
大
会
に
派
遣

▲

１
部
リ
ー
グ
　

優
勝
　
第
９
区
リ
ン
ド
９

▲

２
部
リ
ー
グ
　

優
勝
　
第
４
区
レ
ザ
ミ

第２区の皆さん
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優
　
勝

野
口
　
定
夫
（
８
区
）

準
優
勝

南
雲
　
則
良
（
４
区
）

第
３
位

斉
藤
　
茂
　
（
13
区
）

▼
団
体
戦

優
勝

第
６
区
、
準
優
勝

第
１

区
、
第
３
位

第
13
区

▼
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

一
般
男
子
の
部

岩
　
俊
夫

（
第
６
区
）
グ
ロ
ス
75

女
子
の

部

北
村
富
美
恵(

第
12
区)

グ
ロ

ス
80

シ
ニ
ア
の
部

松
岡
三
夫

(
第
13
区)

グ
ロ
ス
72

第
34
回
町
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
月
30
日
、
社
会
体
育
館
で
町

民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

▼
シ
ン
グ
ル
ス

◇
小
学
４
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

阿
久
澤
美
里

準
優
勝

後
藤
翔
太

第
３
位

堀
川
直
樹
、
堀
川
亜
樹

◇
小
学
５
年
生
の
部

優
　
勝

富
板
留
理

準
優
勝

儘
田
亜
美

第
３
位

今
井
実
紅
、
遠
藤
瑞
歩

◇
小
学
６
年
生
の
部

優
　
勝

田
中
瑶
子

準
優
勝

宮
下
春
香

第
３
位

高
木
由
衣
、
中
山
未
希

◇
中
学
生
の
部

優
　
勝

根
岸
沙
樹

準
優
勝

横
坂
千
秋

第
３
位

馬
場
咲
、
関
口
詩
織

▼
一
般
ダ
ブ
ル
ス

◇
男
子
の
部

優
　
勝

青
木
義
和
、
石
田
竜
也

準
優
勝

小
林
康
博
、
土
屋
一

第
３
位

田
子
彰
吾
、四
方
田
孝
和

◇
女
子
の
部

優
　
勝

佐
藤
康
子
、梅
村
ひ
ろ
み

準
優
勝

森
田
幸
代
、
桑
原
里
香

第
３
位

松
岡
祐
三
子
、儘
田
香
代

第
36
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
、

９
月
15
日
に
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
の
部

優
　
勝

新
木
圭
一
・
鈴
木
輝
明

準
優
勝

長
塩
典
久
・
近
藤
英
次

第
３
位

後
藤
智
紀
・
高
橋
克
典

▼
シ
ニ
ア
・
女
子
混
合
の
部

優
　
勝

田
中
晃
・
長
塩
千
佳

準
優
勝

田
中
芳
雄
・
近
藤
つ
ね

子第
３
位

福
田
宏
三
・
笹
沢
千
代

子第
33
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
16
日
、
前
橋
ゴ
ル
フ
場
で

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
無
風
、
青
空
の
中
、
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
を
老
若
男
女
、
町

内
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
１
４

３
名
が
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
目
指

し
、
一
日
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

▼
一
般
男
子
の
部

優
　
勝

馬
場
　
和
雄
（
７
区
）

準
優
勝

小
林
　
薫
　
（
１
区
）

第
３
位

堤
　
　
隆
雄
（
１
区
）

▼
女
子
の
部

優
　
勝

清
野
喜
与
子
（
４
区
）

準
優
勝

藤
岡
　
京
子
（
６
区
）

第
３
位

森
田
　
悦
子
（
２
区
）

▼
シ
ニ
ア
の
部

野
球
連
盟
秋
季
大
会

今
年
度
、
野
球
連
盟
最
後
の
大

会
と
な
る
秋
季
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
秋
季
大
会
は
Ａ
・
Ｂ
ク

ラ
ス
分
け
せ
ず
に
統
一
ク
ラ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
23
日(

日)

雨
天
順
延
、
30

日(

日)

１
・
２
回
戦
降
雨
決
行
、

10
月
８
日(

月)

２
回
戦
の
残
り
と

準
決
勝
・
決
勝
を
行
い
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
朝
の
う
ち
降
雨
、

の
ち
曇
り
と
な
り
、
何
と
か
全
日

程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
雨
と
泥

の
中
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

▼
統
一
ク
ラ
ス

優
　
勝

酒
楽

準
優
勝

川
西
レ
パ
ー
ズ

▼
個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

侭
田
利
幸(

酒

楽)

、
打
撃
賞

桑
原
雅
樹(

酒

楽)

、
敢
闘
賞

桑
原
正
志(

川

西)

、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

桑
原
正

志(

川
西)

▲

シ
ニ
ア
の
部
優
勝
　
野
口
定
夫
　

▲

女
子
の
部
優
勝
　
清
野
喜
与
子
　

▲

一
般
男
子
の
優
勝
　
馬
場
和
雄
　

19 2007.11

▲優勝　酒楽

▲個人賞のみなさん

ス
キ
ー
の
夕
べ
を
開
催

町
体
育
協
会
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
皆
さ
ん
に
ス
キ
ー
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
ス
キ
ー
の
夕

べ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

12
月
８
日(

土)
▼
時
間

午
後
６
時
30
分
開
演

(

開
場
　
午
後
６
時)

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

吉
岡
体
協
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

野
村
　
　
55
・
５
６
８
１

森
田
　
　
54
・
３
６
７
５
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お
知
ら
せ�

体
重
・
血
圧
は
正
確

に
計
れ
て
い
ま
す
か

11
月
は
、
計
量
強
調
月

間
で
す
。
計
量
は
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
の
量
り
売
り

や
、
体
重
・
血
圧
・
体
温

の
測
定
、
大
気
中
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
濃
度
測

定
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
身
の
回
り

の
計
量
に
目
を
向
け
て
見

ま
し
ょ
う
。

計
量
検
定
所
で
は
、
ご

家
庭
の
体
重
計
、血
圧
計
、

体
温
計
や
料
理
用
の
は
か

り
な
ど
の
無
料
確
認
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
計

量
に
つ
い
て
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
合
せ
先

計
量
検
定
所
（
前
橋
市
下

大
島
町
）

０
２
７
・
２
６
３
・
２

４
３
６
　
　
０
２
７
・
２

６
３
・
３
１
４
２

県
民
手
帳
を
あ
っ
せ
ん

町
で
は
平
成
20
年
版
の
県
民
手

帳(

濃
緑
・
赤
・
ベ
ー
ジ
ュ)

お
よ

び
、
農
業
日
誌
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
日

誌
、
新
農
家
暦
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
。
日
々
を
綴
る
１
冊
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
価
格

県
民
手
帳
　
　
　
　
　
５
０
０
円

農
業
日
誌
　
　

１
’４
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

１
’４
０
０
円

新
農
家
暦
　
　
　
　
　
４
８
０
円

▼
あ
っ
せ
ん
期
間

11
月
26
日(

月)

〜
12
月
27
日(

木)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

▼
あ
っ
せ
ん
窓
口

役
場
総
務
政

策
課
で
代
金
と
引
き
換
え

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
２
６
）

ポケットサイズなのに、この情報量!!
県民必携の一冊

内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

親子の�
ふれあい体操�

わくわくあそび�

子育てサークル�

母 乳 相 談�

保健センター�

保健センター�

保健センター�
（ふれあいコーナー）�

保健センター�
（授乳室・計測室）�

  0歳～1歳6ヵ月未満児と保護者� 親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�

就学前に必要な集団遊びやリズム遊びをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�

お母さんの仲間作り　ベビービクスも一緒に行います�
身長・体重測定は自由にできます�
　持ち物：母子手帳�

バランスボールやゴムチューブを使った運動です�
申込みは不要、体を動かしたい人是非参加してください�
　持ち物：バスタオル�

相談内容は、助産師による母乳に関する相
談、乳房マッサージ、家族計画となります�
身長・体重測定もできます�
　持ち物：母子手帳、タオル3枚�

　1歳6ヵ月～未就学児と保護者�

　平成19年4月、5月生まれ�

　乳幼児をもつ親または家族�

　12月11日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

 ズバッと健康！！！�
体 操 教 室�

保健センター�  中高年の人�　12月13日(木）・27日(木）�
　時間　午前10：30～11：30

乳 児 健 診� 保健センター� 母子手帳　記入済みのアンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ（10～11カ月児）�

　平成19年1月、�
　　　　　　平成19年8月生まれ�

　12月12日(水）�
　受付　午後１：00～１：30

　12月18日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

　12月20日(木）�
　受付　午前10：00～10：15

　12月20日(木）�
　受付　午前10：00～10：45

＜相談員＞�
保健師、看護師、栄養士�　20歳以上の人およびその家族�保健センター�　12月 ６日(木）・13日(木）　　�

　時間　午前10：00～11：30健 康 相 談�

３ 歳 児 健 診� 保健センター�
母子手帳　記入済みの健診アンケート3枚（すこやか手帳内）
歯ブラシ　朝一番の尿　�
　※家で目と耳の検査をしてきてください�

　平成16年9月、10月生まれ�
　12月 ７日(金）�
　受付　午後１：00～１：30

Ｂ　Ｃ　Ｇ� 保健センター�
母子手帳　記入済みの予診票（すこやか手帳内）�
　　　※体温測定は接種会場で行います�
　　　　接種終了後に離乳食講習会と試食があります�

　生後6ヵ月未満　１回�
　※生後3ヵ月からが望ましい�

　12月 ４日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

■
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
健
康
づ
く
り
室
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
７
７
４
４
�

54
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城
東
町
２
丁
目
１
―
９

０
２
７
・
２
３
３
・
８
９
６
０

h
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.go
.jp
/p

co
/gu
n
m
a/

職
業
訓
練
生
１
月
生

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬
セ

ン
タ
ー（
高
崎
市
山
名
町
９
１
８
）

で
は
、
再
就
職
を
目
指
す
人
へ
の

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

６
ヶ
月
（
１
月
８

日
〜
６
月
30
日
）

▼
訓
練
課(

定
員)

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
技
術
科
（
テ
ク
ニ

カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
）

15
名

Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
　

15
名

平
成
20
・
21
年
度
入
札
参

加
資
格
の
申
請
手
続
き

群
馬
県
と
県
内
市
町
村（
吉
岡
町

参
加
）
で
共
同
利
用
す
る
「
ぐ
ん
ま

電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
が
平

成
18
年
度
か
ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。

20
〜
21
年
度
の
建
設
工
事
、
調

査
・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
業
務
委
託
お
よ
び
物
品
の
製

造
・
販
売
・
購
入
、
役
務
の
提
供

に
係
る
入
札
参
加
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
電
子
申
請
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

物
品
、
役
務
の
提
供

11
月
22
日(

木)

ま
で

調
査
、
測
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
委
託
業
務

11
月
26
日(

月)

〜
12
月
21
日(

金)

建
設
工
事

20
年
１
月
７
日(

月)

〜
２
月
４
日(

月)

▼
申
請
方
法

ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（https://portal.g-ebid.e-gunm

a.lg.jp/

）
の
「
入
札
参
加
申
請
サ
ー

ビ
ス
」か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
監
理
課

０
２
７
・
２
２
６
・
３
５
２
０

役
場
財
務
課
財
政
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
３
１
）

群
馬
県
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
実
施
中

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン

ナ
ー
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
は
、
乱

用
者
個
人
の
健
康
上
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
犯
罪
の
誘
因

に
な
り
、
公
共
の
福
祉
に
危
害
を

も
た
ら
す
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

県
内
の
検
挙
状
況
に
つ
い
て

平
成
18
年
中
の
覚
せ
い
剤
・
麻

薬
事
犯
な
ど
の
検
挙
状
況
は
、
検

挙
人
員
が
２
４
９
人
で
、
前
年
に

比
べ
39
人
減
少
し
ま
し
た
。
年
齢

別
の
状
況
は
、
30
歳
代
が
97
人
と

最
も
多
く
、
20
歳
代
の
85
人
を
含

め
る
と
１
８
２
人
で
全
体
の
73.

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

19
歳
以
下
は
10
人
で
し
た
。

薬
物
再
犯
者
は
１
０
９
人
で
全

体
の
43.

８
％
で
し
た
。
初
犯
で
前

科
経
歴
の
な
い
者
が
83
人
で
全
体

の
33.

３
％
を
占
め
、
確
実
に
裾
野

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

相
談
窓
口
に
つ
い
て

保
健
福
祉
事
務
所
や
県
庁
薬
務

課
で
は
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
お

り
、
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
薬
務
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
６
６
５

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

22
・
４
１
６
６

自
衛
官
募
集

▼
種
目

２
等
陸
・
海
・
空
士

▼
試
験
期
日
　
①
11
月
17
日(

土)

②
12
月
15
日(

土)

※
ど
ち
ら
か
都

合
の
よ
い
日
に
受
験

▼
試
験
場
所

①
相
馬
原
駐
屯
地(

榛
東
村)

②
新
町
駐
屯
地(

高
崎
市)

▼
受
検
資
格

日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▼
申
込
期
限

試
験
前
日
ま
で

▼
入
隊
日

平
成
20
年
３
月
下
旬

▼
地
位

特
別
職
国
家
公
務
員

▼
給
与
な
ど

①
初
任
給

１
５

７
’５
０
０
円(

衣
食
住
な
ど
生
活

に
係
る
費
用
は
無
料)

②
賞
与

年

２
回(

計
４.

45
ヵ
月
分)

③
勤
務

形
態
に
よ
り
、
各
種
手
当
の
支
給

あ
り

▼
休
日

週
休
２
日
制
で
、
年
次

休
暇(

年
24
日)

お
よ
び
年
末
と
夏

期
に
特
別
休
暇

▼
そ
の
他

退
職
時
の
再
就
職
援

護
に
つ
い
て
も
、
各
種
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
入
隊

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
　
前
橋
募
集
案
内
所

〒
３
７
１
―
０
０
１
６
　
前
橋
市

電
気
・
通
信
施
工
技
術
科
　
15
名

制
御
技
術
科
　
　
　
　
　
　
15
名

生
産
経
営
実
務
科
　
　
　
　
15
名

情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
科

15
名

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
科
　
　
20
名

▼
費
用

①
授
業
料
無
料

②
教
科
書
代
１
〜
３
万
円

▼
願
書
受
付

11
月
１
日(

木)

〜
28
日(

水)

▼
入
所
選
考

適
性
検
査
と
面
接

▼
施
設
見
学
会

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
（
予
約
不
要
）

▼
問
合
せ
先

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬
セ
ン

タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
群
馬
）

高
崎
市
山
名
町
９
１
８

募
　
集�

■児童館

６日（火）�

13日（火）�

19日（月）�

24日（土）�

26日（月）�

３日（月）�

４日（火）�

11月�

12月�

午前 10:30～�

午前 10:30～�

午後  ４:00～�

10:30～14:30�

午後  ４:00～�

午後  ４:00～�

午前 10:30～�

０、１才児あつまれ！�

２、３才児あつまれ！�

みんなでつくろう！�

リサイクルの日�

 �

クリスマスの飾りつけ�

０、１才児あつまれ！�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

映
画
会�

「クリスマスクリスマス�
　　　 ―森のトントたち―」�
「シンデレラ姫」�

★英語あそび　午前 10時30分～�
　11月２日・９日・30日（金）�

★えくぼクラブ　午前 10時30分～�
　11月15日（木）「若草会によるおやつづくり」�
　12月 ８日（土）「クリスマス会」�
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内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

11�

18�

23�

25�

２�

11

月�日�

12

平形内科外科歯科医院�
石　原�
22-2233

中野医院�
  渋川（旧坂下町）�

22-1219

北関東循環器病院�
北橘町下箱田�
027-232-7111

みゆきだ内科医院�
行幸田�
60-6070

佐藤医院�
北橘町真壁�
52-3003

駒寄こども診療所�
吉岡町大久保�
55-5252

渋川中央病院�
石　原�
25-1711

斉藤医院�
  中郷（旧子持村）�

53-5558

高野外科胃腸科医院�
  渋川（旧新町）�
24-2454

森　医　院�
石　原�
23-8733

関口医院�
吉岡町下野田�
55-5122

塚越クリニック�
  渋川（旧御蔭）�
60-7700

竹内小児科�
吉岡町大久保�
30-5151

慶生医院�
  渋川（旧辰巳町）�

22-0210

川島医院�
  渋川（旧長塚町）�

22-2421

加藤整形外科医院�
行幸田�
20-1007

川島医院�
  渋川（旧長塚町）�

22-2421

斎藤内科外科クリニック�
金　井�
22-1678

石北歯科医院�
  渋川（旧折原）�
22-0235

福島歯科医院�
金　井�
22-0154

小林歯科医院�
渋川（旧寄居町）�
22-0773

いいづか歯科医院�
八木原�
22-0808

山下歯科医院�
  渋川（旧坂下町）�

22-0648

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年11月～12月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

０
２
７
・
３
４
７
・
３
７
３
６

（
訓
練
課
直
通
）

h
ttp
://w
w
w
.eh
d
o
.go
.jp
/g

u
n
m
a/

吉
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

・
仕
事
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

・
仕
事
で
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

・
草
刈
り
、
庭
木
の
剪
定
、
障

子
・
襖
張
り
な
ど
興
味
や
特
技
の

あ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
高
齢
に
な
り
自
分
で
出
来
な
く

な
っ
た
家
庭
の
手
伝
い
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

30
・
５
１
６
１

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン法務

省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12

会
員
募
集�

日(

月)

か
ら
18
日(

日)

ま
で
の
一

週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間
」
と
し
て
、「
職

場
に
お
け
る
男
女
差
別
」「
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
」
な
ど

あ
ら
ゆ
る
女
性
の
人
権
に
関
す
る

相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
期
日

11
月
12
日(

月)

〜
18
日

(

日)▼
時
間

【
月
〜
金
曜
日
】
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
土
・
日
曜
日
】
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

▼
専
用
電
話

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

(

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
か
ら
も

接
続
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｐ

電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。)

※
相
談
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
お
受
け
し
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
２
６

こ
こ
ろ
の
相
談

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
を
も
つ

人
の
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

11
月
11
日(

日)

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
　
談�

▼
内
容

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は

電
話
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
精
神
科
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
な
ど
が
電
話
相
談
を
行
い
ま

す
。

▼
対
象

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み

な
ど
で
精
神
障
害
に
関
す
る
相
談

の
あ
る
人

▼
専
用
電
話

０
２
７
・
２
９
０
・
２
９
２
０

▼
費
用

無
料
（
た
だ
し
、
電
話

代
は
か
か
り
ま
す
。）

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
精
神
保
健

福
祉
協
会
事
務
局(

群
馬
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内)

０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

の
皆
さ
ま
へ

養
育
費
に
か
か
る
相
談
業
務
開
始

群
馬
県
で
は
、
母
子
家
庭
の
母

の
養
育
費
取
得
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
群
馬

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
養
育
費
に

か
か
る
相
談
業
務
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

養
育
費
相
談
は
父
子
家
庭
の
父

や
離
婚
前
の
人
も
利
用
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
す
る
人
は
左
記
ま
で
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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平成19年�
10月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,765人�

9,264人�

9,501人�

6,168戸�

（＋19）�

（＋12）�

（＋ ７）�

（＋20）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

187件�

０人�

239人�

844件�

２人�

1,118人�

平成19年１月１日～９月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
目
的

職
業
紹
介
を
始
め
、

就
業
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
求
人
情
報
の
提
供
、

講
習
会
の
実
施
な
ど
一
貫
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
母
子
家
庭

の
母
な
ど
の
就
業
に
よ
る
自
立

を
促
進
す
る
。
10
月
１
日
よ
り

養
育
費
相
談
を
開
始
。

対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
、
寡
婦
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
被
害

者
　
※
養
育
費
相
談
の
対
象
に

は
、
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
離

婚
前
の
者
も
含
む
。

▼
所
在
地

〒
３
７
１-

０
８
４

３
　
前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
番
地

１
２
　
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡

婦
福
祉
協
議
会
内
（
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

▼
利
用
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

特
設
人
権
相
談
所

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
い
じ

め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権
問
題

や
日
常
生
活
の
な
か
の
困
り
ご
と

な
ど
、
様
々
な
相
談
に
人
権
擁
護

委
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
期
日

12
月
４
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
５
２)

◆
行
政
相
談

▼
期
日

11
月
20
日(

火)
▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
２)

◆
心
配
ご
と
相
談
会

▼
期
日

11
月
６
日
・
20
日
・
12

月
４
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

11
月
６
日
・
12
月
４
日

(

火)▼
時
間

30
分
ご
と
の
予
約
制
。

受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
３
時

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
グ
ル
ー
プ

22
･
４
１
６
６

相

談

会

■11月のごみ収集

西部地区 第１区～７区� 東部地区 第８区～13区�

月曜日�
11月５日・12日・19日・26日�
12月３日・10日�

火曜日�
11月６日・13日・20日・27日�
12月４日・11日�

木曜日�
11月１日・ ８日・15日・22日・29日�
12月６日・13日�

金曜日�
11月２日・９日・16日・23日�
30日　12月７日・14日�

燃える�
ごみ�

※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

祝�

粗大ごみ�
家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

水曜日�

水曜日�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

11月７日・21日　12月５日�

11月14日・28日　12月12日�

水曜日�11月 ７日�
�

11月21日�

午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

大久保集会所（11区）�
大久保集落センター（８区）�
役場南やすらぎ公園駐車場（４区）�
小倉集会所（１区）�

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜
１
８
’

０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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冨岡　怜生 くん�
　　　楽生 くん�

平成16年７月25日生まれ�

平成19年４月25日生まれ�

秀夫さん 加奈美さんの長男・次男（第６区）�

れ　お�

ら　い�

・メッセージ�
兄弟ずっと仲良くね！�
２人ともかっこいい�
男になぁーれ　�

活動日 第２・第４火曜日
時　間 午後７時30分～午後９時
場　所 コミュニティーセンター 大ホール
会員数 30人
代表者 竹内　ヨシ江さん　　54-4465

私達だんべえ踊りの会は、昨年愛好会が発足しました。
月に2回、先生の指導のもとに少しずつ踊り方や吉岡流フ
リーバージョンをアレンジしていただいています。前橋音
頭を中心としてファンクバージョン、サンバ前奏と7分間
動いているので運動になります。
昨年８月「上野田ふれあい公園」の完成記念の晴れの舞

台に参加させていただき、大変良い思い出になりました。

韓国語教科書で日常生活を主題にした韓国の家庭や社会
の会話と言葉を学んでいます。時には韓国料理教室、他地
区会員との交流会、7月末には合同で韓国研修旅行をして
きました。
講師は日韓の広い交際、知識と新しい感覚を持っている

先生です。会は韓国ドラマ、スターの話題に関心のある女
性で成り立っています。
あせらず、しっかりと和気あいあいに学習していきたい

と望んでいます。興味のある方は見学にいらして下さい。

活動日 火曜日（月に３回）
時　間 午前10時～正午
場　所 文化センター　視聴覚室
会員数 12人
代表者 武藤　存さん　　54-2187

韓国語教室「チジベベ会」吉岡教室吉岡町だんべえ愛好会


